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第Ⅰ章 沖縄県八重山郡竹富町・西表島地域における調査結果 

1．調査の概要 

1.1 目的 
漂流・漂着ゴミ問題については、我が国においては、国内起因のみならず、地域によっ

ては外国からのゴミが大量に漂着しており、海洋環境の保全の面からの問題、たとえば良

好な海浜景観の喪失、海洋生物等への影響の懸念等の問題が指摘されている。 

漂流・漂着ゴミについて、より効果的な発生源対策や清掃運搬処理を進めるためには、

漂着の状況と地域の特性をふまえた取組が必要であり、また、効率的な清掃方法の開発利

用や関係者の参加・協力が重要である。このため、一定範囲のモデル海岸地域について、

地域全体の漂着ゴミの状況や地域特性について情報を収集し、対策のあり方を検討する。

また、環境保全上の価値が高い海浜等について、クリーンアップ調査とフォローアップ調

査により、効果的な清掃運搬処理の手法を検討し、もって、漂流・漂着ゴミ対策に資する

ことを目的とする。 

 

1.2 調査の実施期間 
平成 19 年 7 月 6日～平成 21 年 3 月 31 日 

 

1.3 調査地域 
本調査は、図 1.3-1 に示す沖縄県八重山郡竹富町・西表島の住吉～星砂の浜～上原海岸

において実施した。 

沖縄県は、沖縄本島、宮古島、石垣島及び西表島の 4島を中心とした 40 の有人島を含む

160 の島嶼からなる日本唯一の離島県である。これらの島々を取り巻く沿岸域は、約 2,027

㎞の海岸線延長（全国第 4位）を有しており、亜熱帯特有のサンゴ礁とエメラルドグリー

ンに輝く海、白い砂浜と湿地帯のマングローブ等、優れた自然景観を呈している。 

沖縄県より市町村及び地域で環境保全活動を行っている環境団体等へ対しモデル地域の

照会をかけ、推薦された海岸の周辺が亜熱帯特有の植物群が茂り人工的な構造物もなく沖

縄らしさを色濃く残しており、地域住民等に利用されていること。また、その海岸に漂着

ゴミが漂着しやすい地形であること等を考慮し西表島の住吉～星砂の浜～上原海岸を選定

した。 

350m

350m

350m

350m

350m

調査範囲

 
図 1.3-1 調査範囲及び調査枠の設置位置 (□が調査枠の位置を示す) 
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本業務での他の地域を含めた全モデル地域（７県 11 地域）を図 1.3-2 に示す。 

 

 

図 1.3-2 全モデル地域 

 

1.4 調査構成 
本調査は、以下の 5項目の調査から構成されている。 

①概況調査 

②クリーンアップ調査 

ⅰ)共通調査 

全国で共通な手法（枠取り・分析）で実施する調査。 

ⅱ)独自調査 

モデル地域の特徴（重機や人力、処分方法）に合わせて実施する調査。 

③フォローアップ調査 

④その他の調査 

⑤検討会の実施 

漂流・漂着ゴミの削減方策に資するため検討すべき項目として、「現状把握」、「発生抑制」、

「除去」、「漂着防止」に対する各調査項目の役割を示すと、図 1.4-1 のようになる。 
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図 1.4-1 漂流・漂着ゴミ削減方策に資するための各調査項目の役割 

 

1.5 調査行程 
調査の工程を表 1.5-1 に示す。 
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表 1.5-1 工程表 

平成19年度

概況調査

クリーンアップ調査

フォローアップ調査

その他の調査

総括検討会 ① ③

地域検討会

漂流・漂着ゴミ対策に関する
情報交換会

平成20年度

クリーンアップ調査

フォローアップ調査

その他の調査

総括検討会 ⑥

地域検討会

漂流・漂着ゴミ対策に関する
情報交換会

12月 H20年1月 2月H19年7月 8月 9月 10月 3月

H20年4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

11月

2月 3月H21年1月12月

第1回 第2回

第1回

第3回

第3回第2回

第4回

第4回

第1回

第2回

第6回

第6回

第6回

第6回

第5回

第5回
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1.6 調査の基本方針 
1.6.1 調査・検討 

本調査では、各モデル地域の特性に応じた漂着ゴミの清掃運搬処理手法の検討及び漂

流・漂着ゴミ対策の検討を行うため、地域担当者との緊密な連携のもと、各地域の特性及

び懸念事項を正確に踏まえた上で、各種調査を実施する。 

また、各調査の検討に当たっては、地域の特性に応じた検討を行うための「地域検討会」、

全国的な視点から検討を行うための「総括検討会」の指導・助言のもとに実施する。 

 

1.6.2 安全管理 
本調査においては、一般市民が参加すること、重機等を使用すること、危険物（信号筒、

ガスボンベ等）の回収が想定されることから、調査作業に関する手順書等を整備し安全管

理を徹底する。特に医療系廃棄物については、「廃棄物処理法に基づく感染性廃棄物処理マ

ニュアル」（感染性廃棄物処理対策検討会）に基づいて取り扱う。 

 

1.6.3 環境への配慮 
本調査の範囲に植生等がある場合は、植物類を引き抜かないよう、植生内にむやみに立

ち入らないよう注意する。特に環境保全上の価値が高い動植物が確認された場合は、その

取り扱いに留意する。また、調査範囲には国立公園及び国定公園等を含むことから、調査

に際しては「自然公園法」等の法令を遵守する。 
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2．概況調査 

2.1 目的 
本調査は、各モデル地域における漂着ゴミの分布状況、漂着ゴミの特性及び漂着場の特

性について、既存データ、情報を収集し整理することで、モデル地域におけるクリーンア

ップ調査範囲の位置付け（代表性）を明らかにすることを目的とする。 

 

2.2 調査対象地域 
概況調査の対象地域は、モデル地域の海岸（調査範囲）と自然条件が同一と見なされる

一連の海岸とし、西表島の全海岸を調査対象とした。 

 

2.3 調査実施時期 
2.3.1 文献及びヒアリング調査 

漂流・漂着ゴミに係る概況調査として、「漂着ゴミそのものの特性」と「ゴミが漂着する

場所の特性」の 2つに大別し（航空機により調査対象地域 11 海岸線の写真撮影を行い、ゴ

ミの漂着状況の確認を行った。撮影高度は約 350m で、20～30cm 以上のゴミの識別が可能

である。撮影した写真を用いて海岸線方向に 10m あたりの漂着ゴミ(20～30cm 以上)の量を

ゴミ袋(20L)換算で「8 袋以上」、「1 袋以上 8 袋未満」、「1 袋未満」の 3 段階で評価し、地

図上に表現した。 

表 2.4-1）、それぞれに関係する要素について平成 19 年 7 月～20 年 3 月にかけて、既存

データ及び情報の収集・整理、関係機関へのヒアリングを行った。関係機関、また地域検

討会において収集した資料を示し、地域検討員から意見を求めた。 

 

2.3.2 航空機調査 
漂流・漂着ゴミの漂着状況を確認するため、航空機による写真撮影を行った。西表島で

は 2007 年 10 月 11 日に実施した。 

 

2.4 調査方法 
2.4.1 ゴミに関する特性に係るヒアリング調査 
(1) 過去の漂着ゴミの実態調査 

調査対象地域において過去 5年程度の期間中における漂流・漂着ゴミに係る清掃活動（ク

リーンアップ活動）もしくは調査事例について、資料収集並びに関係機関に情報提供依頼・

聞き取り調査を行い、活動事例の実施の時期・場所（範囲）・主催者・参加者・回収量・回

収物の内容等の整理を行った。 

(2) 漂着ゴミの回収処分体制の状況 
調査対象地域を含む県内において漂流・漂着ゴミに係る回収処分を行う事業等の状況に

ついて、資料収集並びに関係機関に情報提供依頼・聞き取り調査を行い、漂着ゴミ回収処

分事業の有無・事業の役割・作業分担等の整理を行った。 

 

2.4.2 漂着場の特性に係る文献調査 
漂流・漂着ゴミが流れ着く海岸線に固有な特性として、「漂着のメカニズムに関する条件」、

「海岸の価値」及び「社会条件」の 3つの視点から、既存文献並びにインターネット上の

公表データ等の資料収集を行った。主な情報源は表 2.4-2 のとおりである。 
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2.4.3 航空機調査（漂着状況の確認） 
航空機により調査対象地域 11 海岸線の写真撮影を行い、ゴミの漂着状況の確認を行った。

撮影高度は約 350m で、20～30cm 以上のゴミの識別が可能である。撮影した写真を用いて

海岸線方向に10mあたりの漂着ゴミ(20～30cm以上)の量をゴミ袋(20L)換算で「8袋以上」、

「1袋以上 8袋未満」、「1袋未満」の 3段階で評価し、地図上に表現した。 

表 2.4-1 漂流・漂着ゴミに関する要素と必要な情報 

大項目 中項目 小項目 細目 必要な情報

実態調査 調査主体、組織 連携体制

地元住民、漁業者との協力関係

各種手配 必要資材の品目、調達方法、費用

調査方法 コドラート法、写真撮影

調査結果 ゴミの総量及び種類別量 重量、容量、重量／面積（距離）等

発生源 国内、国外

処分・処理方法 リサイクル リサイクルの有無と方法

現地処理 埋設、焼却、減容処理、その他

現地外処理 輸送方法（車両、船舶）

処分方法（焼却、埋設、その他）

その他 実施時における環境配慮 植生、昆虫などに対する保全対策

処分事業計画 処分事業計画の有無

連携体制

地元住民との協力関係

各種手配 必要資材の品目、調達方法、費用

回収方法 人力、機械など

処分・処理方法 リサイクルの実施と方法

現地処理（埋設､焼却､減容処理など）

現地外処理（受入可能施設）

・輸送方法（車両、船舶）

・処分方法（焼却、埋設など）

その他 活動時における環境配慮 植生、昆虫などに対する保全対策

流況 海流、潮汐流、沿岸流、海浜流

潮位差 潮位

波浪 波高、波向

風況 風速、風向

地形 自然海岸 砂浜、干潟、岩礁

人工海岸 直立護岸、防災構造物、人工海浜

海岸線の形状 海岸の勾配

入り組み度、湾の向き

河川 河口 河口の位置

河口からの距離

河川流量

海岸の価値 自然的価値 貴重な生物 ｳﾐｶﾞﾒの産卵場、貴重種、植生など

貴重な地形、地質 鳴き砂、星の砂など

国立公園等 国立公園等の有無

歴史・文化的価値 景観 景勝地

歴史・文化的遺産 神社など

アメニティ 自然とのふれあい、親水性 レジャー、散策など

文化、伝統 祭りなど

観光資源 観光資源の有無

レクリェーション 海水浴、潮干狩り、釣り、

マリンスポーツなど

社会条件 海岸利用 港湾区域 港湾の位置

漁港 漁港の位置

防災(津波、高潮)施設 防災施設の位置

河川利用 流域人口 流域人口

流域市町村のゴミ処理量

管理 海岸管理者、河川管理者

航空写真 調査範囲のゴミの漂着状況との比較

漂着のメカ
ニズムに関
する条件

漂着状況
の確認

海岸管理者、市町村、NGO等、ﾎﾞﾗﾝﾃｨ
ｱ、河川管理者、漁業者などの役割

ゴミに関
する特性

漂着場の
特性

主催者、参加者、市町村、NGO、ボラン
ティアの役割

漂着ゴミの
回収・処分
体制

清掃、回収、運
搬、処分等に関す
る活動

航空機調査
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表 2.4-2 漂着場の特性に関る調査項目と主な情報源 

項  目 

大項目 中項目 小項目 細 目 
検討に必要なデータ 位置図等情報源 数値データ等情報源 

流 況  海流、潮汐流、沿岸流、海浜流 － 海流統計データ（海上保安庁 HP） 

潮位差  潮位 － 潮汐観測資料（気象庁 HP） 

波 浪  波高、波向 2006 年平均波浪図（沿岸） 沿岸波浪統計値（気象庁 HP） 

風 況  風速、風向 － 日本気候表平年値（気象庁） 

自然海岸 砂浜、干潟、岩礁 

人工海岸 直立護岸、防災構造物、人工海浜 

沿岸域環境保全情報(海上保安庁

HP) 
海岸調査報告書（環境省） 

海岸の勾配 

地 形 

海岸線の形状 

入り組み度、湾の向き 
地形図 － 

漂着のﾒｶ

ﾆｽﾞﾑに関

する条件

河 川 河 口 河口の位置 

河口からの距離 

河川流量 

河川海岸図 
水文水質データベース（国交省

HP）、流量年表 

貴重な生物 ｳﾐｶﾞﾒの産卵場、貴重種、植生など 

貴重な地形、地質 鳴き砂、星の砂など 

自然的価値 

国立公園等 国立公園等の有無 

脆弱沿岸海域図（環境省 HP） 

自然公園地図 

自然環境保全基礎調査（環境省

HP） 

景 観 景勝地 歴史・文化

的価値 歴史・文化的遺産 神社など 
文化財地図 文化財目録 

自然とふれあい、親水

性 

レジャー、散策など 

文化、伝統 祭りなど 

観光資源 観光資源の有無 

海岸の価

値 

アメニティ 

レクリエーション 海水浴、潮干狩り、釣り、 

マリンスポーツなど 

観光ガイドマップ － 

港湾区域 港湾の位置 

漁 港 漁港の位置 
港湾漁港図 － 

海岸利用 

防災(津波、高潮)施設 防災施設の位置 脆弱沿岸海域図（環境省 HP） 市町村データ一覧 

河川利用 流域人口 流域人口 

流域市町村のゴミ処理量 
河川海岸図 統計年鑑、廃棄物統計 

漂着場の

特性 

社会条件

管 理  海岸管理者、河川管理者 地域管内図 － 
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2.5 調査結果 
2.5.1 文献及びヒアリング調査 
(1)  漂流・漂着ゴミ対策の現状 
a．過去の漂着ゴミの実態調査 
調査対象地域において過去５年程度の期間中において漂流・漂着ゴミに係る清掃活動（ク

リーンアップ活動）もしくは調査事例について、11 モデル地域に近い海岸で行われ、入手

できた情報から整理を行った。西表島で収集・整理できた事例は 23 事例であった。（表 

2.5-1） 

当該地域では、「西表エコプロジェクト」が大きな役割を果たしており、毎月 1回清掃活

動を行うと同時に漂着ゴミのデータ収集を実施している。また、西表国立公園を美しくす

る会により年 3回程度海岸清掃が実施されている。 
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表 2.5-1(1) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑦－２ 沖縄県竹富町 
ミミキリの浜 

 

【清掃活動実施日】 
平成１８年４月９日 
１３：３０～１５：３０ 
 

【実施場所及び範囲】 
ミミキリの浜 １０ｍの幅（波打ち際から海岸
林の中まで） 

【活動の名称】 
ビーチクリーンアップ大作戦 IN ミミキリの浜

【主催者及び後援者】 
主催：西表エコプロジェクト 
後援：西表島エコツーリズム協会 

【参加団体及び人数】 
１４名 

【回収されたゴミの量】 
４５０L 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量：４５０Ｌ 

回収ゴミ総重量：不明 

回収作業の範囲：１０m 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；９０L 
 2.ゴ ム 類；なし 
 3.発 砲 ｽﾁ ﾚ ﾝ類；２２５L 
 4.紙 類；なし 
 5.布 類；なし 
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類；１０L 
 7.金 属 類；２５L 
 8.その他の人工物；１００L 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳：ペットボトル 
1.国  内；２ 
2.国  外；１５ 
3.不明；６６ 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量；450Ｌ 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与；竹富町役場 
 2.民間団体の関与；西表エコプロジェクト
        西表島エコツーリズム協会 
 3.民間企業の関与；西表島バナナハウス 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与；地元住民 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目；トン袋 ビニール袋（45ｌ） 
 2.調達方法；電話 
 3.調 達 先；環境省 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；環境省  

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目；軽トラック 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；西表島バナナハウス 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担；森本孝房 
 2.作業主体；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 
 3.募集方法；ポスター 町内防災無線 
 4.手 配 者；西表島エコツーリズム協会 
 5.経費負担；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 

環境配慮事項： 
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表 2.5-1(2) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑦－２ 沖縄県竹富町 
まるまビーチ 

 

【清掃活動実施日】 
平成１８年５月１４日 
１４：１０～１５：００ 
 

【実施場所及び範囲】 
まるまビーチ 調査・１０ｍの幅（波打ち際か
ら海岸林の中まで） 
回収・約１００ｍ 

【活動の名称】 
ビーチクリーンアップ大作戦 IN まるまビーチ

【主催者及び後援者】 
主催：西表エコプロジェクト 
後援：西表島エコツーリズム協会 

【参加団体及び人数】 
調査員 ２名 
回収作業員 約３０名 

【回収されたゴミの量】 
１００００L（全体の回収量） 
※うち１７０L は 調査域 10M で回収 
 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量：１７０Ｌ 

回収ゴミ総重量： 

回収作業の範囲：１０m調査 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；１１５L 
 2.ゴ ム 類； 
 3.発 砲 ｽﾁ ﾚ ﾝ類；４５L 
 4.紙 類；  
 5.布 類； 
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類； ５L 
 7.金 属 類； ５L 
 8.その他の人工物； 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳：ペットボトル 
1.国  内；０ 
2.国  外；１２ 
3.不明；８ 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先；石垣島 
 2.搬出方法；バージ 
 3.搬 出 量；１０袋(トン袋) 
 4.処理方法；産廃処理業者委託 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与；竹富町観光協会 
 2.民間団体の関与；西表島カヌー組合、 
竹富町ダイビング組合 
 3.民間企業の関与；西部石油商会 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与； 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁 業 者の関与； 
8.そ の 他；  

回収に要する資材の手配：西表エコプロジェク
ト 
 1.資材品目；トン袋及び 45Ｌゴミ袋 
 2.調達方法；電話 
 3.調 達 先；環境省及び木田商会 
 4.手 配 者；森本 
 5.経費負担；環境省、西表エコプロジェクト 

回収に要する機材の手配：森本 
 1.機械品目；４ｔユニック車 
 2.調達方法；借用 
 3.調 達 先；西部石油商会 
 4.手 配 者；森本 
 5.経費負担；西部石油商会 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担；西表島エコツーリズム協会 
 2.作業主体；西表エコプロジェクト 
 3.募集方法；ポスター、町内防災無線 
 4.手 配 者；西表島エコツーリズム協会 
 5.経費負担；なし 
 

環境配慮事項：人力のみで回収 
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⑦－２ 沖縄県竹富町 
まるまビーチ 

 

【清掃活動の概要】 
 
トン袋：１０袋 
 
協力： 竹富町観光協会 
    西表島カヌー組合 
    竹富町ダイビング組合 
 
運搬： ４ｔユニック車を(有)西部石油商会より借用 
 
 
 

 

情報出典：西表エコプロジェクト及び西表島エコツーリズム協会 
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表 2.5-1(3) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑦－２ 沖縄県竹富町 
ゲーダ浜 

 

【清掃活動実施日】 
平成１８年７月１６日 
１４：００～１５：３０ 
 

【実施場所及び範囲】 
ゲーダ浜 １０ｍの幅（波打ち際から海岸林の
中まで） 

【活動の名称】 
ビーチクリーンアップ大作戦 INゲーダ浜 

【主催者及び後援者】 
主催：西表エコプロジェクト 
後援：西表島エコツーリズム協会 

【参加団体及び人数】 
２１名（調査員） 

【回収されたゴミの量】 
１９８０L 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量：１９８０Ｌ 

回収ゴミ総重量： 

回収作業の範囲：１０m 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；１０２０L 
 2.ゴ ム 類；７０Ｌ 
 3.発 砲 ｽﾁ ﾚ ﾝ類；６７５L 
 4.紙 類；  
 5.布 類； 
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類；５０L 
 7.金 属 類；３０L 
 8.その他の人工物；浮球 １３５Ｌ 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳：ペットボトル 
1.国  内；７ 
2.国  外；６７ 
3.不明；２０６ 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与；竹富町役場 
 2.民間団体の関与；西表エコプロジェクト
        西表島エコツーリズム協会 
 3.民間企業の関与；西表島バナナハウス 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与；地元住民 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目；トン袋 ビニール袋（45ｌ） 
 2.調達方法；電話 
 3.調 達 先；環境省 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；環境省  

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目；軽トラック 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；西表島バナナハウス 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担；森本孝房 
 2.作業主体；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 
 3.募集方法；ポスター 町内防災無線 
 4.手 配 者；西表島エコツーリズム協会 
 5.経費負担；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 

環境配慮事項： 
情報出典：西表エコプロジェクト及び西表島エコツーリズム協会 
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表 2.5-1(4) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑦－２ 沖縄県竹富町 
南風見田浜 

 

【清掃活動実施日】 
平成１８年８月２０日 
１３：３０～１４：３０ 
 

【実施場所及び範囲】 
南風見田浜 １０ｍの幅（波打ち際から海岸林
の中まで） 

【活動の名称】 
ビーチクリーンアップ大作戦 IN南風見田浜 

【主催者及び後援者】 
主催：西表エコプロジェクト 
後援：西表島エコツーリズム協会 

【参加団体及び人数】 
１５名（調査員） 

【回収されたゴミの量】 
５０４L 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量：５０４Ｌ 

回収ゴミ総重量： 

回収作業の範囲：１０m 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；３１５L 
 2.ゴ ム 類；３０Ｌ 
 3.発 砲 ｽﾁ ﾚ ﾝ類；５４L 
 4.紙 類；  
 5.布 類； 
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類；４５L 
 7.金 属 類；１５L 
 8.その他の人工物；浮球 ４５Ｌ 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳：ペットボトル＆プラボトル 
1.国  内；５ 
2.国  外；１４ 
3.不明；３６ 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与；竹富町役場 
 2.民間団体の関与；西表エコプロジェクト
        西表島エコツーリズム協会 
 3.民間企業の関与；西表島バナナハウス 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与；地元住民 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目；トン袋 ビニール袋（45ｌ） 
 2.調達方法；電話 
 3.調 達 先；環境省 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；環境省  

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目；軽トラック 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；西表島バナナハウス 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担；森本孝房 
 2.作業主体；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 
 3.募集方法；ポスター 町内防災無線 
 4.手 配 者；西表島エコツーリズム協会 
 5.経費負担；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 

環境配慮事項： 
情報出典：西表エコプロジェクト及び西表島エコツーリズム協会 
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表 2.5-1(5) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

⑦－２ 沖縄県竹富町 
鹿川海岸 

 

【清掃活動実施日】 
平成１８年９月１０日 

【実施場所及び範囲】 
鹿川海岸 調査・１０ｍ 
     回収・約３００ｍ 

【活動の名称】 
国立公園をきれいにする会 ビーチクリーン
アップ ＩＮ 鹿川 

【主催者及び後援者】 
主催：八重山環境ネットワーク 
共催；西表エコプロジェクト 

西表島エコツーリズム協会 
環境省 海上保安庁 

【参加団体及び人数】 
西表ヤマネコクラブ（小中学生） 
西表エコプロジェクト 西表エコツーリズム
協会 海上保安庁（石垣）環境省（石垣、西表）

【回収されたゴミの量】 
４７０Ｌ 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量：４７０Ｌ 

回収ゴミ総重量： 

回収作業の範囲：１０ｍ調査、３００ｍ回収 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；１９５Ｌ 
 2.ゴ ム 類； ３L 
 3.発 砲 ｽﾁ ﾚ ﾝ類；９０L 
 4.紙 類；  
 5.布 類； ２L 
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類；４５L 
 7.金 属 類；４５Ｌ 
 8.その他の人工物；浮球９０Ｌ  
         ；廃油ﾎﾞｰﾙ 3.6Kg 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳：ペットボトル 
1.国  内；３ 
2.国  外；１ 
3,不明；１７ 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先；船浦港から石垣へ(19 年 3/10) 
 2.搬出方法；船→ユニック  （ｔ袋 87 袋) 
 3.搬 出 量；全体量は測定なし 
 4.処理方法；産廃処理業者委託  

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与；竹富町役場 
 2.民間団体の関与；西表エコプロジェクト 

西表島エコツーリズム協会 
 3.民間企業の関与；西表島バナナハウス 
  西表港運 マリンレジャー金盛 舟浮海運
西部石油商会 共和産業 

 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与；一般島民 
 5.地元住民の関与；一般島民 
 6.地元学生の関与；西表ヤマネコクラブ 
          浦内子供会 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配：西表エコプロ 
 1.資材品目；トン袋、ビニール袋、軍手等 
 2.調達方法；電話 
 3.調 達 先；環境省、木田商会 
 4.手 配 者；西表エコプロジェクト 
 5.経費負担；環境省、西表エコプロジェクト

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目；船、ユニック 
 2.調達方法；電話及び借りに行く 
 3.調 達 先；マリンレジャー金盛、船浮海運

西部石油商会 
 4.手 配 者；国立公園をきれいにする会、森本 
 5.経費負担；環境省、西部石油商会 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担；西表島エコツーリズム協会 
 2.作業主体；西表エコプロジェクト 
 3.募集方法；ポスター 町内防災無線 
 4.手 配 者；西表島エコツーリズム協会 
 5.経費負担；各関係機関によるボランティア 
 

環境配慮事項：人力での回収 
情報出典：西表エコプロジェクト及び西表島エコツーリズム協会 
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表 2.5-1(6) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑦－２ 沖縄県竹富町 
住吉海岸～星砂の浜～ 
上原海岸 

 

【清掃活動実施日】 
平成 18 年９月 10 日 
 
 

【実施場所及び範囲】 
竹富町字崎山西表島鹿川 

【活動の名称】 
クリーンアップキャンペーン 

【主催者及び後援者】 
ＪＥＡＮ/クリーンアップ全国事務局 
（後援：環境省・水産庁・海上保安庁・国土交
通省） 

【参加団体及び人数】 
八重山環境ネットワーク西表エコプロジェク
ト(51) 
 

【回収されたゴミの量】 
不明 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量： 

回収ゴミ総重量： 

回収作業の範囲： 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；  
 2.ゴ ム 類；  
 3.発 砲 ｽﾁﾚﾝ類；  
 4.紙 類；  
 5.布 類；  
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類 ；  
 7.金 属 類；  
 8.その他の人工物； 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳： 
1.国  内； 
2.国  外； 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与； 
 2.民間団体の関与； 
 3.民間企業の関与； 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与； 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目； 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目； 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担； 
 2.作業主体； 
 3.募集方法； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 
 

環境配慮事項： 
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⑦－２ 沖縄県竹富町 
住吉海岸～星砂の浜～
上原海岸 

 

【清掃活動の概要】 
 
 
 

情報出典：「クリーンアップキャンペーンＲＥＰＯＲＴ」（ＪＥＡＮ/クリーンアップ全国事務局） 
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表 2.5-1(7) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑦－２ 沖縄県竹富町 
    美田良浜 

 

【清掃活動実施日】 
平成１８年１０月１５日 
１３：３０～１５：００ 
 

【実施場所及び範囲】 
美田良浜 ５０ｍの幅（波打ち際から海岸林の
中まで） 

【活動の名称】 
ビーチクリーンアップ大作戦 IN 美田良浜 

【主催者及び後援者】 
主催：西表エコプロジェクト 
後援：西表島エコツーリズム協会 

【参加団体及び人数】 
１３名 

【回収されたゴミの量】 
１６０Ｌ 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量：１６０Ｌ 

回収ゴミ総重量： 

回収作業の範囲：５０ｍ 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；１００Ｌ 
 2.ゴ ム 類；  
 3.発 砲 ｽﾁ ﾚ ﾝ類；４５Ｌ 
 4.紙 類；  
 5.布 類；  
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類；２Ｌ 
 7.金 属 類；３Ｌ 
 8.その他の人工物；浮球 １０Ｌ 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳：ペットボトル 
1.国  内；０ 
2.国  外；８ 
3，不明；９ 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与；竹富町役場 
 2.民間団体の関与；西表エコプロジェクト
        西表島エコツーリズム協会 
 3.民間企業の関与；西表島バナナハウス 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与；地元住民 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目；トン袋 ビニール袋（45ｌ） 
 2.調達方法；電話 
 3.調 達 先；環境省 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；環境省  

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目；軽トラック 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；西表島バナナハウス 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担；森本孝房 
 2.作業主体；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 
 3.募集方法；ポスター 町内防災無線 
 4.手 配 者；西表島エコツーリズム協会 
 5.経費負担；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 

環境配慮事項： 
情報出典：西表エコプロジェクト及び西表島エコツーリズム協会 
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表 2.5-1(8) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑦－２ 沖縄県竹富町 
由布北海岸 

 

【清掃活動実施日】 
平成１８年１１月１２日 
１４：１５～１５：１５ 
 

【実施場所及び範囲】 
由布北海岸 
２０ｍの幅（波打ち際から海岸林の中まで） 

【活動の名称】 
ビーチクリーンアップ大作戦ＩＮ由布北海岸 

【主催者及び後援者】 
主催：西表エコプロジェクト 
後援：西表島エコツーリズム協会 

【参加団体及び人数】 
13 名 

【回収されたゴミの量】 
６８０Ｌ 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量：６８０Ｌ 

回収ゴミ総重量： 

回収作業の範囲：２０ｍ 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；３１５Ｌ 
 2.ゴ ム 類；  
 3.発 砲 ｽﾁ ﾚ ﾝ類；１８０Ｌ 
 4.紙 類；  
 5.布 類；  
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類；９０Ｌ 
 7.金 属 類；４５Ｌ 
 8.その他の人工物；浮球 ５０Ｌ 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳：ペットボトル 
1.国  内；１５ 
2.国  外；５ 
3、不明；３１ 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与；竹富町役場 
 2.民間団体の関与；西表エコプロジェクト
        西表島エコツーリズム協会 
 3.民間企業の関与；西表島バナナハウス 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与；地元住民 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目；トン袋 ビニール袋（45ｌ） 
 2.調達方法；電話 
 3.調 達 先；環境省 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；環境省  

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目；軽トラック 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；西表島バナナハウス 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担；森本孝房 
 2.作業主体；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 
 3.募集方法；ポスター 町内防災無線 
 4.手 配 者；西表島エコツーリズム協会 
 5.経費負担；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 

環境配慮事項： 
情報出典：西表エコプロジェクト及び西表島エコツーリズム協会 
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表 2.5-1(9) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑦－２ 沖縄県竹富町 
ゲーダ浜 

 

【清掃活動実施日】 
平成１８年１２月１０日 
１４：１５～１５：１５ 
 

【実施場所及び範囲】 
ゲーダ浜 
20ｍの幅（波打ち際から海岸林の中まで） 

【活動の名称】 
ビーチクリーンアップ大作戦 IN ゲーダ浜 

【主催者及び後援者】 
主催：西表エコプロジェクト 
後援：西表島エコツーリズム協会 

【参加団体及び人数】 
27 名 

【回収されたゴミの量】 
１５７０Ｌ 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量：１５７０Ｌ 

回収ゴミ総重量： 

回収作業の範囲：２０ｍ 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；４７２Ｌ 
 2.ゴ ム 類；３０Ｌ 
 3.発 砲 ｽﾁ ﾚ ﾝ類；７６５Ｌ 
 4.紙 類；  
 5.布 類；  
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類；１３５Ｌ 
 7.金 属 類；４５Ｌ 
 8.その他の人工物；浮球 １３５Ｌ 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳：ペットボトル  
1.国  内；１２ 
2.国  外；１３ 
3,不明；３０ 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与；竹富町役場 
 2.民間団体の関与；西表エコプロジェクト
        西表島エコツーリズム協会 
 3.民間企業の関与；西表島バナナハウス 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与；地元住民 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目；トン袋 ビニール袋（45ｌ） 
 2.調達方法；電話 
 3.調 達 先；環境省 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；環境省  

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目；軽トラック 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；西表島バナナハウス 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担；森本孝房 
 2.作業主体；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 
 3.募集方法；ポスター 町内防災無線 
 4.手 配 者；西表島エコツーリズム協会 
 5.経費負担；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 

環境配慮事項： 
情報出典：西表エコプロジェクト及び西表島エコツーリズム協会 

 

 



 

 I-21

表 2.5-1(10) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑦－２ 沖縄県竹富町 
    星砂海岸 

 

【清掃活動実施日】 
平成１９年１月１４日 
１３：４５～１５：００ 
 

【実施場所及び範囲】 
星砂海岸 １０ｍの幅（波打ち際から海岸林の
中まで） 

【活動の名称】 
ビーチクリーンアップ大作戦 IN星砂海岸  

【主催者及び後援者】 
主催：西表エコプロジェクト 
後援：西表島エコツーリズム協会 

【参加団体及び人数】 
２０名 

【回収されたゴミの量】 
９６０Ｌ 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量：９６０Ｌ 

回収ゴミ総重量： 

回収作業の範囲：１０ｍ 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；３９０Ｌ 
 2.ゴ ム 類；３Ｌ 
 3.発 砲 ｽﾁ ﾚ ﾝ類；４９５Ｌ 
 4.紙 類； 1Ｌ 
 5.布 類；  
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類類；１１Ｌ 
 7.金 属 類；４Ｌ 
 8.その他の人工物；浮球 ５６Ｌ 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳：ペットボトル 
1.国  内；０ 
2.国  外；８ 
3，不明；９ 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与；竹富町役場 
 2.民間団体の関与；西表エコプロジェクト
        西表島エコツーリズム協会 
 3.民間企業の関与；西表島バナナハウス 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与；地元住民 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目；トン袋 ビニール袋（45ｌ） 
 2.調達方法；電話 
 3.調 達 先；環境省 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；環境省  

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目；軽トラック 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；西表島バナナハウス 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担；森本孝房 
 2.作業主体；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 
 3.募集方法；ポスター 町内防災無線 
 4.手 配 者；西表島エコツーリズム協会 
 5.経費負担；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 

環境配慮事項： 
情報出典：西表エコプロジェクト及び西表島エコツーリズム協会 
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表 2.5-1(11) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑦－２ 沖縄県竹富町 
    美田良浜 

 

【清掃活動実施日】 
平成１９年２月１８日 
１３：３０～１５：００ 
 

【実施場所及び範囲】 
美田良浜 10ｍの幅（波打ち際から海岸林の中
まで） 

【活動の名称】 
ビーチクリーンアップ大作戦 IN 美田良浜 

【主催者及び後援者】 
主催：西表エコプロジェクト 
後援：西表島エコツーリズム協会 

【参加団体及び人数】 
西表エコプロ 西表エコツー  
白浜子ども会 及び PTA 
計３０名 

【回収されたゴミの量】 
６３Ｌ 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量：６３Ｌ 

回収ゴミ総重量： 

回収作業の範囲：１０ｍ 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；３８Ｌ 
 2.ゴ ム 類；  
 3.発 砲 ｽﾁ ﾚ ﾝ類；３Ｌ 
 4.紙 類；  
 5.布 類；  
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類；１Ｌ 
 7.金 属 類；２１Ｌ 
 8.その他の人工物； 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳：ペットボトル 
1.国  内；０ 
2.国  外；８ 
3，不明；９ 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先；西表島エコツーリズム協会 
 2.搬出方法；軽トラック と 人力 
 3.搬 出 量；全体は不明 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与；竹富町役場 
 2.民間団体の関与；西表エコプロジェクト
        西表島エコツーリズム協会 
 3.民間企業の関与；西表島バナナハウス 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与；地元住民 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目；トン袋 ビニール袋（45ｌ） 
 2.調達方法；電話 
 3.調 達 先；環境省 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；環境省  

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目；軽トラック 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；西表島バナナハウス 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担；森本孝房 
 2.作業主体；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 
 3.募集方法；ポスター 町内防災無線 
 4.手 配 者；西表島エコツーリズム協会 
 5.経費負担；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 

環境配慮事項： 
情報出典：西表エコプロジェクト及び西表島エコツーリズム協会 
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表 2.5-1(12) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑦－２ 沖縄県竹富町 
南風見田浜 

 

【清掃活動実施日】 
平成１９年３月１８日 
１０：００～１１：３０ 
 

【実施場所及び範囲】 
南風見田浜 １０ｍの幅（波打ち際から海岸林
の中まで） 

【活動の名称】 
ビーチクリーンアップ大作戦 IN南風見田浜 

【主催者及び後援者】 
主催：西表エコプロジェクト 
後援：西表島エコツーリズム協会 

【参加団体及び人数】 
１４名（調査員） 

【回収されたゴミの量】 
５０９L 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量：５０９Ｌ 

回収ゴミ総重量： 

回収作業の範囲：１０m 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；２０９L 
 2.ゴ ム 類；５Ｌ 
 3.発 砲 ｽﾁ ﾚ ﾝ類；９０L 
 4.紙 類；３Ｌ 
 5.布 類；７Ｌ 
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類；４５L 
 7.金 属 類；１５L 
 8.その他の人工物；浮球 １３５Ｌ 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳：ペットボトル 
1.国  内；５ 
2.国  外；１４ 
3.不明；３６ 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与；竹富町役場 
 2.民間団体の関与；西表エコプロジェクト
        西表島エコツーリズム協会 
 3.民間企業の関与；西表島バナナハウス 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与；地元住民 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目；トン袋 ビニール袋（45ｌ） 
 2.調達方法；電話 
 3.調 達 先；環境省 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；環境省  

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目；軽トラック 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；西表島バナナハウス 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担；森本孝房 
 2.作業主体；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 
 3.募集方法；ポスター 町内防災無線 
 4.手 配 者；西表島エコツーリズム協会 
 5.経費負担；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 

環境配慮事項： 
情報出典：西表エコプロジェクト及び西表島エコツーリズム協会 
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表 2.5-1(13) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑦－２ 沖縄県竹富町 
    中野海岸 

 

【清掃活動実施日】 
平成１９年４月８日 
１４：００～１５：００ 
 

【実施場所及び範囲】 
中野海岸 １０ｍの幅（波打ち際から海岸林の
中まで） 

【活動の名称】 
ビーチクリーンアップ大作戦 IN 中野海岸 

【主催者及び後援者】 
主催：西表エコプロジェクト 
後援：西表島エコツーリズム協会 

【参加団体及び人数】 
西表エコプロ 西表エコツー  
計１５名 

【回収されたゴミの量】 
３７４Ｌ 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量：３７４Ｌ 

回収ゴミ総重量： 

回収作業の範囲：１０ｍ 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；１７５Ｌ 
 2.ゴ ム 類；  
 3.発 砲 ｽﾁ ﾚ ﾝ類；１３５Ｌ 
 4.紙 類；２Ｌ 
 5.布 類；１Ｌ 
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類；１１Ｌ 
 7.金 属 類；５Ｌ 
 8.その他の人工物；浮球 ４５Ｌ 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳：ペットボトル 
1.国  内；４ 
2.国  外；１６ 
3，不明；１９ 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与；竹富町役場 
 2.民間団体の関与；西表エコプロジェクト
        西表島エコツーリズム協会 
 3.民間企業の関与；西表島バナナハウス 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与；地元住民 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目；トン袋 ビニール袋（45ｌ） 
 2.調達方法；電話 
 3.調 達 先；環境省 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；環境省  

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目；軽トラック 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；西表島バナナハウス 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担；森本孝房 
 2.作業主体；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 
 3.募集方法；ポスター 町内防災無線 
 4.手 配 者；西表島エコツーリズム協会 
 5.経費負担；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 

環境配慮事項： 
情報出典：西表エコプロジェクト及び西表島エコツーリズム協会 
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表 2.5-1(14) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑦－２ 沖縄県竹富町 
    星砂海岸 

 

【清掃活動実施日】 
平成１９年５月２０日 
１４：００～１５：３０ 
 

【実施場所及び範囲】 
星砂海岸 １０ｍの幅（波打ち際から海岸林の
中まで） 

【活動の名称】 
ビーチクリーンアップ大作戦 IN 星砂海岸 

【主催者及び後援者】 
主催：西表エコプロジェクト 
後援：西表島エコツーリズム協会 

【参加団体及び人数】 
西表エコプロ 西表エコツー 船浦中学校生
徒と先生 
計３５名 

【回収されたゴミの量】 
９５０Ｌ 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量：９５０Ｌ 

回収ゴミ総重量： 

回収作業の範囲：１０ｍ 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；４７３Ｌ 
 2.ゴ ム 類；  
 3.発 砲 ｽﾁ ﾚ ﾝ類；３１５Ｌ 
 4.紙 類；  
 5.布 類；２Ｌ 
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類；４５Ｌ 
 7.金 属 類；２５Ｌ 
 8.その他の人工物；浮球 ９０Ｌ 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳：ペットボトル 
1.国  内；０ 
2.国  外；３１ 
3，不明；２７ 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与；竹富町役場 
 2.民間団体の関与；西表エコプロジェクト
        西表島エコツーリズム協会 
 3.民間企業の関与；西表島バナナハウス 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与；地元住民 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目；トン袋 ビニール袋（45ｌ） 
 2.調達方法；電話 
 3.調 達 先；環境省 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；環境省  

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目；軽トラック 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；西表島バナナハウス 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担；森本孝房 
 2.作業主体；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 
 3.募集方法；ポスター 町内防災無線 
 4.手 配 者；西表島エコツーリズム協会 
 5.経費負担；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 
 

環境配慮事項： 
情報出典：西表エコプロジェクト及び西表島エコツーリズム協会 
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表 2.5-1(15) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑦－２ 沖縄県竹富町 
由布北海岸 

 

【清掃活動実施日】 
平成１９年６月１０日 
１４：１０～１５：３０ 
 

【実施場所及び範囲】 
由布北海岸 
３０ｍの幅（波打ち際から海岸林の中まで） 

【活動の名称】 
ビーチクリーンアップ大作戦ＩＮ由布北海岸 

【主催者及び後援者】 
主催：西表エコプロジェクト 
後援：西表島エコツーリズム協会 

【参加団体及び人数】 
６名 

【回収されたゴミの量】 
２３０Ｌ 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量：２３０Ｌ 

回収ゴミ総重量： 

回収作業の範囲：３０ｍ 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；１２５Ｌ 
 2.ゴ ム 類；  
 3.発 砲 ｽﾁ ﾚ ﾝ類；４５Ｌ 
 4.紙 類；  
 5.布 類；  
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類；９Ｌ 
 7.金 属 類；６Ｌ 
 8.その他の人工物；浮球 ４５Ｌ 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳：ペットボトル 
1.国  内；０ 
2.国  外；２ 
3、不明；７ 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与；竹富町役場 
 2.民間団体の関与；西表エコプロジェクト
        西表島エコツーリズム協会 
 3.民間企業の関与；西表島バナナハウス 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与；地元住民 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目；トン袋 ビニール袋（45ｌ） 
 2.調達方法；電話 
 3.調 達 先；環境省 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；環境省  

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目；軽トラック 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；西表島バナナハウス 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担；森本孝房 
 2.作業主体；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 
 3.募集方法；ポスター 町内防災無線 
 4.手 配 者；西表島エコツーリズム協会 
 5.経費負担；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 

環境配慮事項： 
情報出典：西表エコプロジェクト及び西表島エコツーリズム協会 
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表 2.5-1(16) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑦－２ 沖縄県竹富町 
ゲーダ浜 

 

【清掃活動実施日】 
平成１９年７月１５日 
１４：１０～１５：３０ 
 

【実施場所及び範囲】 
ゲーダ浜 
１０ｍの幅（波打ち際から海岸林の中まで） 

【活動の名称】 
ビーチクリーンアップ大作戦ＩＮゲーダ浜 

【主催者及び後援者】 
主催：西表エコプロジェクト 
後援：西表島エコツーリズム協会 

【参加団体及び人数】 
西表エコプロ 西表エコツー 西表ヤマネコ
クラブ 
１５名 

【回収されたゴミの量】 
４８６Ｌ 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量：４８６Ｌ 

回収ゴミ総重量： 

回収作業の範囲：１０ｍ 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；２７１Ｌ 
 2.ゴ ム 類；  
 3.発 砲 ｽﾁ ﾚ ﾝ類；１８０Ｌ 
 4.紙 類；  
 5.布 類；  
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類；１５Ｌ 
 7.金 属 類；５Ｌ 
 8.その他の人工物；浮球 １５Ｌ 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳：ペットボトル 
1.国  内；１ 
2.国  外；１９ 
3、不明；４６ 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与；竹富町役場 
 2.民間団体の関与；西表エコプロジェクト
        西表島エコツーリズム協会 
 3.民間企業の関与；西表島バナナハウス 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与；地元住民 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与；西表ヤマネコクラブ 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目；トン袋 ビニール袋（45ｌ） 
 2.調達方法；電話 
 3.調 達 先；環境省 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；環境省  

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目；軽トラック 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；西表島バナナハウス 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担；森本孝房 
 2.作業主体；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 
 3.募集方法；ポスター 町内防災無線 
 4.手 配 者；西表島エコツーリズム協会 
 5.経費負担；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 

環境配慮事項： 
情報出典：西表エコプロジェクト及び西表島エコツーリズム協会 
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表 2.5-1(17) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑦－２ 沖縄県竹富町 
住吉海岸～星砂の浜～ 
上原海岸 

 

【清掃活動実施日】 
平成 19 年７月 15 日 
 
 

【実施場所及び範囲】 
西表島ゲータ海岸（大見謝海岸） 

【活動の名称】 
まるごと沖縄クリーンビーチ 2007 

【主催者及び後援者】 
沖縄クリーンコーストネットワーク 

【参加団体及び人数】 
西表エコプロジェクト(15) 
 

【回収されたゴミの量】 
0.1 トン 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量： 

回収ゴミ総重量：0.1 トン 

回収作業の範囲： 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；  
 2.ゴ ム 類；  
 3.発 砲 ｽﾁ ﾚ ﾝ類；  
 4.紙 類；  
 5.布 類；  
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類 ；  
 7.金 属 類；  
 8.その他の人工物； 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳： 
1.国  内； 
2.国  外； 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与； 
 2.民間団体の関与； 
 3.民間企業の関与； 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与； 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目； 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目； 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担； 
 2.作業主体； 
 3.募集方法； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 
 

環境配慮事項： 
情報出典：「第11管区海上保安本部ホームページ 美ら海とともに ＯＣＣＮ」 
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表 2.5-1(18) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑦－２ 沖縄県竹富町 
南風見田海岸 

 

【清掃活動実施日】 
平成１９年８月１９日 
１４：１０～１５：００ 
 

【実施場所及び範囲】 
南風見田海岸 
１０ｍの幅（波打ち際から海岸林の中まで） 

【活動の名称】 
ビーチクリーンアップ大作戦ＩＮ南風見田海
岸 

【主催者及び後援者】 
主催：西表エコプロジェクト 
後援：西表島エコツーリズム協会 

【参加団体及び人数】 
西表エコプロ 西表エコツー 日本 NUS（株）
計８名 

【回収されたゴミの量】 
１２０Ｌ 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量：１２０Ｌ 

回収ゴミ総重量： 

回収作業の範囲：１０ｍ 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；６８Ｌ 
 2.ゴ ム 類；  
 3.発 砲 ｽﾁ ﾚ ﾝ類；４５Ｌ 
 4.紙 類；  
 5.布 類；  
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類；１Ｌ 
 7.金 属 類；５Ｌ 
 8.その他の人工物；浮球 １Ｌ 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳：ペットボトル 
1.国  内；０ 
2.国  外；２ 
3、不明；４ 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与；竹富町役場 
 2.民間団体の関与；西表エコプロジェクト
        西表島エコツーリズム協会 
 3.民間企業の関与；西表島バナナハウス 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与；地元住民 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目；トン袋 ビニール袋（45ｌ） 
 2.調達方法；電話 
 3.調 達 先；環境省 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；環境省  

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目；軽トラック 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；西表島バナナハウス 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担；森本孝房 
 2.作業主体；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 
 3.募集方法；ポスター 町内防災無線 
 4.手 配 者；西表島エコツーリズム協会 
 5.経費負担；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 
 

環境配慮事項： 
情報出典：西表エコプロジェクト及び西表島エコツーリズム協会 
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表 2.5-1(19) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑦－２ 沖縄県竹富町 
まるまビーチ 

 

【清掃活動実施日】 
平成１８年９月５日 
１１：００～１７：００ 
 

【実施場所及び範囲】 
まるまビーチ ５０ｍ×１５m 

【活動の名称】 
大学研修 ボトル調査  
講師：伊谷玄 

【主催者及び後援者】 
依頼：京都精華大学 
受託、協力：西表島エコツーリズム協会 
 

【参加団体及び人数】 
人 

【回収されたゴミの量】 
ペットボトル×２１９本 
プラボトル×４０本 
ガラスボトル×２９ 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量：ボトル×２８８本 

回収ゴミ総重量： 

回収作業の範囲：５０ｍ×１５m 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；  
 2.ゴ ム 類；  
 3.発 砲 ｽﾁ ﾚ ﾝ類；  
 4.紙 類；  
 5.布 類；  
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類；  
 7.金 属 類；  
 8.その他の人工物； 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳：ボトル 
1.国  内；２３ 
2.国  外；９１ 
3,不明；１７４ 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与； 
 2.民間団体の関与； 
 3.民間企業の関与； 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与； 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目； 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目； 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担； 
 2.作業主体； 
 3.募集方法； 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担； 
 

環境配慮事項： 
情報出典：西表エコプロジェクト及び西表島エコツーリズム協会 
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表 2.5-1(20) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑦－２ 沖縄県竹富町 
網取海岸 

 

【清掃活動実施日】 
平成１９年９月９日 
１０：３０～１１：３０ 
 

【実施場所及び範囲】 
網取海岸 調査・１０ｍの幅（波打ち際から海
岸林の中まで） 
回収・約２００ｍ 

【活動の名称】 
ビーチクリーンアップ大作戦ＩＮ網取 
（２００７年秋の国際海岸クリーンアップキ
ャンペーンに参加） 

【主催者及び後援者】 
主催：西表エコプロジェクト 
後援：西表島エコツーリズム協会 
協力；環境省 海上保安庁 

【参加団体及び人数】 
西表エコプロジェクト 西表エコツーリズム
協会  
計２７名 

【回収されたゴミの量】 
５７２Ｌ 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量：５７２Ｌ 

回収ゴミ総重量： 

回収作業の範囲：１０ｍ調査、２００ｍ回収 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；３１５Ｌ 
 2.ゴ ム 類；  
 3.発 砲 ｽﾁ ﾚ ﾝ類；１１３Ｌ 
 4.紙 類；１Ｌ 
 5.布 類；  
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類；４５Ｌ 
 7.金 属 類；５３Ｌ 
 8.その他の人工物；浮球 ４５Ｌ 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳：ペットボトル 
1.国  内；１ 
2.国  外；１７ 
3、不明；５７ 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先；町リサイクルセンター(9/11) 
 2.搬出方法；４ｔユニック車 
 3.搬 出 量；トン袋１０袋 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与；竹富町役場 
 2.民間団体の関与；西表エコプロジェクト、西表
エコツーリズム協会 JEAN 

 3.民間企業の関与；西表島バナナハウス
舟浮海運 西部石油商会  
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与；一般島民 
 5.地元住民の関与；一般島民 
 6.地元学生の関与；子供エコクラブ 
           浦内子供会 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目；ゴミ袋及びトン袋 
 2.調達方法；電話 
 3.調 達 先；木田商会 
 4.手 配 者；国立公園を美しくする会 

西表エコプロジェクト 

 5.経費負担；〃 

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目；船、４ｔユニック車 
 2.調達方法；借りに行く 
 3.調 達 先；西部石油商会 
 4.手 配 者；国立公園を美しくする会、森本 
 5.経費負担； 〃    、西部石油商会 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担；西表島エコツーリズム協会 
 2.作業主体；西表エコプロジェクト 
 3.募集方法；ポスター、町内防災無線 
 4.手 配 者；西表島エコツーリズム協会 
 5.経費負担；国立公園を美しくする会 
       西表エコプロジェクト 

環境配慮事項： 
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⑦－２ 沖縄県竹富町 
網取海岸 

 

【清掃活動の概要】 
 
 
西表島エコツーリズム協会 
「ビーチクリーンアップ IN 鹿川」で 西表東部、西部に分けて参加者募集 
JEAN 秋の国際クリーンアップキャンペーンに参加申し込み 
当日まで海上保安庁、環境省 日程調整 
 
 
９/９ 朝 悪天候のため鹿川を網取海岸に変更→ 石垣、大原港から出向不可。白浜港出発の
便のみ出航。 
 
 
西表エコプロジェクト 
９/９  ４ｔユニック車（西部石油商会） 
     １０袋運搬１５:３０～１７:００（森本） 
     白浜港→西表島エコツーリズム協会へ 
 
９/１１ ４ｔユニック車（西部石油商会） 
     １０袋運搬１４;３０～１６:００（森本） 

 

情報出典：西表エコプロジェクト及び西表島エコツーリズム協会 
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表 2.5-1(21) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑦－２ 沖縄県竹富町 
    美田良浜 

 

【清掃活動実施日】 
平成１９年１０月２１日 
１６：００～１７：００ 
 

【実施場所及び範囲】 
美田良浜 10ｍの幅（波打ち際から海岸林の中
まで） 

【活動の名称】 
ビーチクリーンアップ大作戦 IN 美田良浜 

【主催者及び後援者】 
主催：西表エコプロジェクト 
後援：西表島エコツーリズム協会 

【参加団体及び人数】 
西表エコプロ 西表エコツー  
計７名 

【回収されたゴミの量】 
１４４Ｌ 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量：１４４Ｌ 

回収ゴミ総重量： 

回収作業の範囲：１０ｍ 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；９Ｌ 
 2.ゴ ム 類；  
 3.発 砲 ｽﾁ ﾚ ﾝ類；９０Ｌ 
 4.紙 類；  
 5.布 類；  
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類； 
 7.金 属 類；４５Ｌ 
 8.その他の人工物； 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳：ペットボトル 
1.国  内；０ 
2.国  外；３ 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与；竹富町役場 
 2.民間団体の関与；西表エコプロジェクト
        西表島エコツーリズム協会 
 3.民間企業の関与；西表島バナナハウス 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与；地元住民 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目；トン袋 ビニール袋（45ｌ） 
 2.調達方法；電話 
 3.調 達 先；環境省 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；環境省  

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目；軽トラック 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；西表島バナナハウス 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担；森本孝房 
 2.作業主体；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 
 3.募集方法；ポスター 町内防災無線 
 4.手 配 者；西表島エコツーリズム協会 
 5.経費負担；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 
 

環境配慮事項： 
情報出典：西表エコプロジェクト及び西表島エコツーリズム協会 
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表 2.5-1(22) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑦－２ 沖縄県竹富町 
    由布北海岸 

 

【清掃活動実施日】 
平成１９年１１月１８日 
１４：３０～１５：３０ 
 

【実施場所及び範囲】 
由布北海岸 １０ｍの幅（波打ち際から海岸林
の中まで） 

【活動の名称】 
ビーチクリーンアップ大作戦 IN 由布北海岸 

【主催者及び後援者】 
主催：西表エコプロジェクト 
後援：西表島エコツーリズム協会 

【参加団体及び人数】 
西表エコプロ 西表 
計１１名 

【回収されたゴミの量】 
２４８Ｌ 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量：２４８Ｌ 

回収ゴミ総重量： 

回収作業の範囲：１０ｍ 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；７９Ｌ 
 2.ゴ ム 類；  
 3.発 砲 ｽﾁ ﾚ ﾝ類；９０Ｌ 
 4.紙 類；１Ｌ 
 5.布 類； 
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類；２３Ｌ 
 7.金 属 類；１０Ｌ 
 8.その他の人工物；浮球 ４５Ｌ 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳：ペットボトル 
1.国  内；０ 
2.国  外；１ 
3，不明；６ 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先； 
 2.搬出方法； 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法； 

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与；竹富町役場 
 2.民間団体の関与；西表エコプロジェクト
        西表島エコツーリズム協会 
 3.民間企業の関与；西表島バナナハウス 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与；地元住民 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配： 
 1.資材品目；トン袋 ビニール袋（45ｌ） 
 2.調達方法；電話 
 3.調 達 先；環境省 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；環境省  

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目；軽トラック 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先； 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；西表島バナナハウス 

回収に要する人材の手配： 
 1.役割分担；森本孝房 
 2.作業主体；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 
 3.募集方法；ポスター 町内防災無線 
 4.手 配 者；西表島エコツーリズム協会 
 5.経費負担；西表島エコツーリズム協会 
      西表エコプロジェクト 

環境配慮事項： 
情報出典：西表エコプロジェクト及び西表島エコツーリズム協会 
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表 2.5-1(23) 海岸漂着ゴミの回収処分事業に関する事例調査 

 

⑦－２ 沖縄県竹富町 
    ゲーダ海岸 

 

【清掃活動実施日】 
平成１９年１２月９日 
１４：００～１５：３０ 
 

【実施場所及び範囲】 
ゲーダ海岸 １０ｍの幅（波打ち際から海岸林
の中まで） 

【活動の名称】 
ビーチクリーンアップ大作戦 IN ゲーダ海岸 

【主催者及び後援者】 
主催：西表エコプロジェクト 
後援：西表島エコツーリズム協会 

【参加団体及び人数】 
西表エコプロ 西表 
計１２名 

【回収されたゴミの量】 
８６０Ｌ 
全体量は不明 

 

漂着ゴミの実態 実施体制の実態 

回収ゴミ総容量：８６０Ｌ 

回収ゴミ総重量： 

回収作業の範囲：１０ｍ 

回収ゴミの内訳： 
 1.ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ 類；６８５Ｌ 
 2.ゴ ム 類；１Ｌ 
 3.発 砲 ｽﾁ ﾚ ﾝ類；１１５Ｌ 
 4.紙 類；１Ｌ 
 5.布 類；４Ｌ 
 6.ｶﾞﾗｽ陶磁器類；８Ｌ 
 7.金 属 類；１Ｌ 
 8.その他の人工物；浮球 ４５Ｌ 
 9.その他（自然物）； 

発生源の内訳：ペットボトル 
1.国  内；４ 
2.国  外；１６ 
3，不明；２６ 

ゴミ処理の実態 

現地処理量： 
 1.焼  却； 
 2.埋  設； 
 3.再 利 用； 
 4.減 容 化； 

現地外処理量： 
 1.搬 出 先；西表島エコツーリズム協会 
 2.搬出方法；軽トラック 
 3.搬 出 量； 
 4.処理方法；  

作業に要する連携体制： 
 1.市 町 村の関与；竹富町役場 
 2.民間団体の関与；竹富町商工観光課 
 3.民間企業の関与；西表島バナナハウス 
 4.ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの関与；一般島民 
 5.地元住民の関与； 
 6.地元学生の関与； 
 7.漁 業 者の関与； 
 8.そ の 他； 

回収に要する資材の手配：西表エコプロジェク
ト 
 1.資材品目；ビニール袋 トン袋 
 2.調達方法；電話 
 3.調 達 先；西表島エコツーリズム協会 
 4.手 配 者；西表エコプロジェクト 
 5.経費負担；環境省 

回収に要する機材の手配： 
 1.機械品目；軽トラック 
 2.調達方法； 
 3.調 達 先；西表島バナナハウス 
 4.手 配 者；森本孝房 
 5.経費負担；西表島バナナハウス 

回収に要する人材の手配：西表島エコツーリズ
ム協会 
 1.役割分担；西表島エコツーリズム協会から
役場と商工観光課にファックスと電話→メー
リングリストや防災無線で呼び掛け 
 2.作業主体；西表島エコツーリズム協会 
 3.募集方法；ポスター 
 4.手 配 者； 
 5.経費負担；西表島エコツーリズム協会 

環境配慮事項： 

情報出典：西表エコプロジェクト及び西表島エコツーリズム協会 
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b．漂着ゴミの回収・処分体制 
調査対象地域を含む県内において、地方自治体が行っている漂流・漂着ゴミを対象とす

る回収処分事業の実施事例もしくは事業計画について情報収集を実施したが、現在のとこ

ろ関連する情報は入手できていない。 
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c．調査対象地域における漂流・漂着ゴミ対策の現状について 
各モデル地域で行われているクリーンアップ活動について、統一的に整理することは難

しいが、代表的な事例を選定してその概要を一覧にすると、表 2.5-2 に示す状況である。 

 

表 2.5-2 調査対象地域の漂流・漂着ゴミ対策事例の現状 

地域における代表的な清掃活動・実態調査の現状 回収処分事業の現状 

モデル地域 
活動名称 参加団体 

回収された 

ゴミの量 

回収ゴミの 

内訳 
事業名称 事業主体 

酒田市 

飛島西海岸 

飛島ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ 

作戦 

（継続実施） 

県市・NPO法人 

・大学・地元住

民・漁業者 

平成19年：ﾄﾝﾊﾟｯ

ｸ 21袋、2.78 ﾄﾝ、

流木約30m3 

不 明   

山 

形 

県 酒田市 

赤川河口部 

赤川河口ｸﾘｰﾝｱｯ

ﾌﾟ活動 

地元企業・家族、

NPO法人・県 

平成19年：125L、

14.77kg 

1.硬質ﾌﾟﾗ破片 

2.ﾀﾊﾞｺﾌｨﾙﾀｰ 

3.発泡ｽﾁﾚﾝ 

河川海岸等環境

保全事業 

庄内総合支庁

河川砂防課 

石 

川 

県 

羽咋市 

羽咋･滝海岸 

ｸﾘｰﾝ･ﾋﾞｰﾁ 

いしかわ 

市職員・市民・ 

地元団体・漁業者

不 明 不 明 災害関連緊急大

規模漂着流木等

処理対策事業 

石川県 

福 

井 

県 

坂井市三国町 

梶～安島地先 

海辺の埋没・漂着

物調査 

県職員・海洋少年

団 

400m2当たり 

3,238.0ｇ 

1.ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 

2.その他の人工

物 

3.ゴム類 

漂着廃棄物適性

処理支援事業 

福井県（市町村

への経費補助）

三 

重 

県 

鳥羽市桃取町

答志島桃取東

地先海岸 

ごみ実態調査 

（継続実施） 

漁協組合員 平成18年：25m2

当たり306個 

不 明   

対馬市上県町 

越高海岸 

漂着ゴミ調査 釜山外国語大学

学生・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

平成18年： 

10,000kg 

1.ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 

2.発泡ｽﾁﾚﾝ類 

3.その他の人工

物 

漂流・漂着ゴミ撤

去事業経費の助

成 

長崎県廃棄

物・ﾘｻｲｸﾙ対策

課 長 

崎 

県 対馬市上県町 

志多留海岸 

漂着ゴミ調査 釜山外国語大学

学生 

平成19年： 

30,000kg 

1.ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 

2.発泡ｽﾁﾚﾝ類 

3.ｶﾞﾗｽ陶磁器類 

不法投棄物撤去

事業 

対馬市 

上天草市 

龍ヶ岳町 

樋島海岸 

海浜清掃及び 

漂着ゴミ調査 

海洋少年団 平成19年： 

1,000kg 

不 明 漁港災害 

復旧事業 

熊本県 

熊 

本 

県 天草郡苓北町 

富岡海岸 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動 

（清掃作業） 

（継続実施） 

小中学生・町民・

地元団体・地元企

業 

詳細不明 詳細不明   

石垣市 

吉原海岸 

～米原海岸 

石垣市ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

海岸清掃 

（継続実施） 

ボランティア 平成19年度合計：

480m2、31ﾄﾝ 

不 明   

沖 

縄 

県 竹富町住吉 

～星砂の浜 

～上原海岸 

まるごと沖縄 

ｸﾘｰﾝﾋﾞｰﾁ 2007 

西表ｴｺﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 0.1 ﾄﾝ 不 明 流木回収作業 竹富町 
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(2)  漂着場の特性 
漂流・漂着ゴミが流れ着く海岸線に固有な特性として、「漂着メカニズムに関する条件」、

「海岸の価値」及び「社会条件」の３つの視点から表わされる地域の特性について、既存

データ、情報等を収集し、入手できた情報の整理を行った。（表 2.5-3） 

モデル地域のある竹富町は、総面積約 334km2、人口約 0.4 万人、年降水量約 2,224mm、

平均風速 3.8m/s、海岸延長 239.78km（自然海岸 205.63km）の地域である。 

流況は、八重山諸島の周りには暖流である黒潮が流れており、最大流速は春季に 2.9 ノ

ットである。月最高と月最低の潮位の差は 189～225cm、最高波高は 3.06ｍ、冬季の平均風

速は 4.0m/s である。 

海岸地形をみると、自然海岸 205.63km の内訳は、泥浜 0.00、砂質 102.45、岩石 98.44、

他 4.74 となっている。 

竹富町には、二級河川が 4水系存在するが、一級河川は無い。モデル地域近傍に位置す

る浦内川は、西表島の中央部から北西方向へ流れる沖縄県内最長の河川であり、幹川流路

延長 13.1km、流域面積 54.24km2の二級河川である。 

モデル地域海岸には、観光地として有名な「星砂の浜」や、「星の砂キャンプ場」、「中野

ビーチ」等があり、レジャーや自然との触れ合いの活動の場として、地元・観光客を問わ

ず多くの人に利用されている。また、近傍にはレジャーに多く利用される「トゥドゥマリ

浜」や「ヒナイビーチ」、国指定天然記念物の「船浦のニッパヤシ群落」、「星立天然保護区

域」等がある。 

地域管理の面では、西表島には廃棄物処理施設として竹富町リサイクルセンターがある。 

 

 

モデル地域における漂着場の特性について、その概要を一覧にして整理した結果を、表 

2.5-4 に示すとおりである。 
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表 2.5-3(1) 漂着場の特性（沖縄県竹富町 住吉～星砂の浜～上原海岸） 

調査対象地域：⑦－２沖縄県竹富町住吉海岸～星砂の浜～上原海岸 経緯度：123̊46ʹ35˝E  24̊26ʹ10˝N 
  

概況調査範囲を含む当該県情報：沖縄県 モデル地域を含む当該市町情報：竹富町 

【沖縄県庁】 

○所在地：那覇市泉崎 1丁目 2-2 〒900-8570 

○経緯度：127̊40ʹ52˝E  26̊12ʹ45˝N 

○連絡先：098-866-2333（総合案内） 

【竹富町役場】 

○所在地：石垣市美崎町 11 番地  

○経緯度： 

○連絡先：0980-82-6191（代表） 

 

○総 面 積：2,274.59km2 ○宅地面積：13,033.58ha 

○人  口：1,366,854 人（男 671,001 女 695,853） 

○人口密度：601 人/km2 ○世 帯 数：498,411 世帯 

○平均気温：22.7℃ ○平均湿度：75％ 

○年降水量：2,036.9mm ○平均風速：5.3m/s 

○海岸延長：1,698.75km（自然海岸 1,242.45km） 

○一級河川：－ ○二級河川：50 水系 

○ごみ排出量：460,133t/年 

 

○総 面 積：334.01km2 ○宅地面積：139.77ha 

○人  口：4,112 人（男 2,108 女 2,004） 

○人口密度：12 人/km2 ○世 帯 数：2,127 世帯 

○平均気温：23.6℃ ○平均湿度：－ 

○年降水量：2,223.5mm ○平均風速：3.8m/s 

○海岸延長：239.78km（自然海岸 205.63km） 

○一級河川：－ ○二級河川：4水系  

○ごみ排出量：711t/年 

1 月 

0.0 

4 月 

0.1 

7 月 

0.3 

10 月 

0.3 

1 月 

0.1 

4 月 

0.1 

7 月 

0.2 

10 月 

0.3 

3.8 1.9 2.3 1.9 1.8 2.9 2.1 1.5 

流  況 

【127̊E-26̊N】 

平 均 流 速 （ﾉｯﾄ） 

最 大 流 速 （ﾉｯﾄ） 

平 均 流 向 （度） 113 231 174 179 

流  況 

【124̊E-24̊N】 

平 均 流 速 （ﾉｯﾄ） 

最 大 流 速 （ﾉｯﾄ） 

平 均 流 向 （度） 91 72 81 58 

1 月 

251.7 

4 月 

249.1 

7 月 

284.4 

10 月 

279.9 

1 月 

164.4 

4 月 

195.1 

7 月 

197.1 

10 月 

194.1 

359 351 390 382 259 279 314 293 

潮位差 

【那 覇】 

TP.-258cm 

月 平 均 潮 位 （cm） 

月 最 高 潮 位 （cm） 

月 最 低 潮 位 （cm） 108 130 163 154 

潮位差 

【石 垣】 

TP.-170.9cm 

月 平 均 潮 位 （cm） 

月 最 高 潮 位 （cm） 

月 最 低 潮 位 （cm） 47 90 89 99 

1 月 

4.19 

4 月 

2.54 

7 月 

2.84 

10 月 

6.40 

1 月 

1.26 

4 月 

1.51 

7 月 

0.73 

10 月 

1.83 

1.41 0.77 0.56 9.89 0.36 0.25 0.22 0.48 

波  浪 

【那 覇】 

最大有義波高 （ｍ） 

平均有義波高 （ｍ） 

最 高 波 高 （ｍ） 6.32 3.35 4.88 1.73 

波  浪 

【石 垣】 

最大有義波高 （ｍ） 

平均有義波高 （ｍ） 

最 高 波 高 （ｍ） 2.15 2.89 1.09 3.06 

1 月 

5.5 

4 月 

5.1 

7 月 

5.2 

10 月 

5.2 

1 月 

4.0 

4 月 

3.4 

7 月 

3.4 

10 月 

4.0 

NNE NNE SE NNE － － － － 

風  況 

【那 覇】 

平 均 風 速 （m/s） 

最 多 風 向 （－） 

最大風速風向 （m/s･-） 21.7･N 21.2･SW 46.4･NNE 45.1･WNW 

風  況 

【大 原】 

平 均 風 速 （m/s） 

最 多 風 向 （－） 

最大風速風向 （m/s･-） 12･NE 13･NNE 39･NE 34･S 

海岸地形 

【沖縄県】 

自 然 海 岸 （km） 

半 自 然 海 岸 （km） 

人 工 海 岸 （km） 

1,242.45（泥浜 4.08 砂質544.59 岩石 605.29 他 88.49） 

 221.76（泥浜 1.88 砂質186.09 岩石 33.79 他 0.00） 

 214.54（埋立192.74 干拓 1.76 他 20.04） 

海岸地形 

【竹富町】 

自 然 海 岸 （km） 

半 自 然 海 岸 （km） 

人 工 海 岸 （km） 

 205.63（泥浜 0.00 砂質 102.45 岩石 98.44 他 4.74） 

14.83（泥浜 0.00 砂質 14.41 岩石 0.42 他 0.00） 

 10.56（埋立 8.32 干拓 0.00 他 2.24） 

漂
着
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
条
件 

代表河川 

【 － 】 

幹川流路延長 （km） 

流 域 面 積 （km2） 

流   量 （m3/s） 

 

漂
着
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
条
件 

代表河川 

【浦内川】 

幹川流路延長 （km） 

流 域 面 積 （km2） 

流   量 （m3/s） 

13.1 

54.24 

自然的価値 

藻場干潟等分布 

貴重な生物分布 

自然公園等分布 

 

海岸利用 

護岸・構造物・海浜 

港湾・漁港 

産業施設等 

 

歴史・文化的価値 

史跡・名勝・天然記念物 

自然景観資源 

指定文化財 

 河川利用 
一級河川・二級河川 

流域人口 
 

海
岸
の
価
値 

アメニティ 

自然との触れ合い活動 

観光資源・行事 

海岸ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 

 

社
会
条
件 

地域管理 

港湾区域 

漁港区域 

海岸保全区域 

 

○特記事項： 
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表 2.5-3(2) 漂着場の特性（沖縄県竹富町 住吉～星砂の浜～上原海岸） 

調査対象地域：⑦－２沖縄県竹富町住吉海岸～星砂の浜～上原海岸 経緯度：123̊46ʹ35˝E  24̊26ʹ10˝N 
  

海岸の価値 社会条件 

モ
デ
ル
地
域
海
岸 

西表島西崎の八重山層群（星砂の浜・玉葱石）① 
星砂の浜に種不明のウミガメ産卵記録 
2006 年 6月 30日にミミキリの浜で小ガメの孵化
脱出記録 

モ
デ
ル
地
域
海
岸 

 

自
然
的
価
値 

近
傍
海
岸 

国指定天然記念物：船浦のニッパヤシ群落 
国指定天然記念物：星立天然保護区域 
 

海
岸
利
用 

近
傍
海
岸 

船浦港（地方港湾） 
上原港 

モ
デ
ル
地
域
海
岸 

  

歴
史
・
文
化
的
価
値 

近
傍
海
岸 

町指定文化財：慶来慶田城翁屋敷跡（祖納） 
町指定文化財：大竹祖納堂儀佐屋敷跡（祖納） 
 

河
川
利
用 

 

モ
デ
ル
地
域
海
岸 

星砂の浜 ② 
星の砂キャンプ場 
中野ビーチ 
 

モ
デ
ル
地
域
海
岸 

 

ア
メ
ニ
テ
ィ 

近
傍
海
岸 

トゥドゥマリ浜 
ヒナイビーチ 

地
域
管
理 

近
傍
海
岸 

海岸保全区域：上原海岸 
竹富町リサイクルセンター： 
処理能力； 資源化 1.4t/日 
 最終処分場 2021年度埋立終了

 

 

 

情報出典：「八重山の旅」（石垣市）、「沖縄県漁港管内図」 

〔撮影日：2007 年 10 月 11 日〕 
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表 2.5-4 調査対象地域の漂着場の特性の概要 

モデル地域海岸のゴミ漂着場としての特性 

モデル地域 地形・海流等漂着メカニズムに関する条件 

及び周辺発生源（河川）の有無の特性 

公園・景勝地・レジャー等海岸の価値 

に関する利用の特性 

港湾等海岸利用及び海岸保全区域等 

地域管理並びに処理施設等社会条件の特性 

備    考 

（その他の特記事項） 

酒田市 

飛島西海岸 

・日本海の離島。リマン寒流と対馬暖流の潮目の海域。 

・冬季の波高、風速は強い。潮位の差は 40～70cm。 

・海蝕台地で砂質浜はない。 

・地域に流入する河川はない。 

・鳥海国定公園、指定動植物がある。 

・日本の渚百選に指定 

・展望台、海水浴場、海づり公園がある。 

・飛島漁港がある。 

・海岸保全区域：酒田海岸がある。 

・島内に廃棄物処理施設はない。 

・毎年、飛島クリーンアップ大作戦

が実施されている。 

・人口 275 人で高齢化が進んでいる。

山
形
県 

酒田市 

赤川河口部 

・日本海に面して対馬海流の影響を受ける開放性海域。 

・海岸に面して砂丘があり、直線的な砂質海岸。 

・冬季の波高、風速は強い。潮位の差は 40～70cm。 

・一級河川の赤川の影響を受ける。 

・庄内海浜県立自然公園に指定。 

・海水浴場がある。 

・海岸保全区域：酒田海岸に指定されている。 

・廃棄物処理施設として酒田クリーン地区組合がある。 

・砂浜の幅は 50～100ｍ前後。 

・砂丘後背にクロマツ林がある。 

・クリーンアップザ庄内海岸等の清

掃活動が実施されている。 

石
川
県

羽咋市 

羽咋・滝海岸 

・日本海に面して対馬海流の影響を受ける開放性海域。 

・直線的な千里浜海岸の北部に位置する岩場と砂浜。 

・二級河川の羽咋川がある。 

・能登半島国定公園、指定動植物がある。 

・いしかわの自然百景に指定。 

・千里浜なぎさドライブウェイの他、レクリエーション

施設が多数存在する。 

・港湾、漁港も含め海岸保全区域の指定区域がある。 

・廃棄物処理施設としてリサイクルセンターの他、ＲＤ

Ｆ製造施設や木材資源化センターがある。 

・県指定天然記念物イカリモンハン

ミョウの生息地 

福
井
県

坂井市三国町 

梶地先～安島地先海岸 

・日本海側にあるリアス式海岸の一部で岬と入り江が入

り組んでいる。断崖と岩場の間に砂利浜がある。 

・一級河川の九頭竜川がある。 

・越前加賀海岸国定公園で国指定名勝の東尋坊がある観

光名所。 

・日本の渚百選に指定。 

・自然公園、遊歩道、休暇村等のレクリエーション施設

がある。 

・漁港も含め海岸保全区域の指定区域がある。 

・廃棄物処理施設として福井坂井地区広域市町村圏事務

組合がある。 

・漂着物適正処理事業により市町村

の処理経費の補助が行われている。 

三
重
県

鳥羽市桃取町答志島 

桃取東地先海岸 

・伊勢湾口部に位置する離島で、伊勢湾の流動がぶつか

るような流況となっている。 

・県北部の木曽三川の他、近くには一級河川の宮川があ

る。 

・潮位の差は 250cm ほどある。 

・伊勢志摩国立公園、ウミガメ上陸記録あり。 

・海水浴場あり。島内に答志島スカイラインがある。 

・漁港があり、海岸沖はノリ養殖の網場となっている。 

・海岸保全区域：答志島鳥羽海岸がある。 

・焼却設備があるが、小規模である。 

・漁業協同組合員によるごみ実態調

査（クリーンアップキャンペーン）が

毎年行われている。 

対馬市上県町 

越高海岸 

・日本海の西、対馬海峡にある離島。対馬海流は最大流

速で２ノット以上になる。 

・島全体は山地形で岩石海岸が多いが、入り江に砂利海

岸が点在する。二級河川あるが短い。 

・対馬の一部は壱岐対馬国定公園に指定されているが、

モデル地域海岸は指定されていない。 

・景勝地、海水浴場がある。 

・漁港海岸保全区域がある。 

・廃棄物処理施設として対馬クリーンセンターがある。 

・釜山外国語大学校学生とボランテ

ィアによるクリーンアップ活動が行わ

れている。 

長
崎
県 

対馬市上県町 

志多留海岸 

同 上 同 上 同 上 同 上 

上天草市龍ヶ岳町 

樋島海岸 

・天草諸島の海岸線はリアス式海岸や多島海で形成さ

れ、八代海の干満差は大きい。潮位差は４ｍを超える。 

・閉鎖性海域のため波浪は小さく、潮汐流が卓越する。 

・本土側に一級河川の球磨川がある。 

・雲仙天草国立公園に指定。 

・景勝地、海水浴場がある。 

・海岸保全区域：外平海岸の指定区域がある。 

・港湾、漁港区域の海岸保全区域の指定もある。 

・廃棄物処理施設として松島地区清掃センターがある。 

・下桶川漁港の災害復旧事業の実施

事例がある。 

熊
本
県 

天草郡苓北町 

富岡海岸 

・天草北西部は比較的単調な海岸で、沿岸の潮流は弱い

が瀬戸や海峡付近の潮流は速い。 

・二級河川の都呂々川がある。 

・雲仙天草国立公園に指定され、富岡海中公園がある。

ウミガメの上陸記録あり。 

・公園、展望台、キャンプ場、遊歩道等のレクリエーシ

ョン施設が多数存在する。 

・港湾、漁港も含め海岸保全区域の指定区域がある。 

・廃棄物処理施設として本渡地区清掃センターがある。 

・苓北町ではボランティア活動とし

て清掃作業が多くの主体が関与して実

施されている。 

石垣市 

吉原海岸～米原海岸 

・八重山諸島に属する離島。 

・流況・風速は強い時期がみられるが、最高波高は２～

３ｍである。 

・海岸地形は、砂浜と岩場がほぼ半々である。 

・二級河川は５水系ある。 

・西表石垣国立公園に指定され、米原海中公園がある。

ウミガメの産卵記録あり。 

・近傍に国指定名勝の川平湾及び於茂登岳がる。 

・海岸保全区域：米原海岸の指定区域がある。 

・廃棄物処理施設として石垣クリーンセンターがある。 

・ボランティアによる海岸清掃活動

が行われている。 

沖
縄
県 

竹富町住吉海岸～ 

星砂の浜～上原海岸 

・八重山諸島に属する離島。 

・流況・風速は強い時期がみられるが、最高波高は２～

３ｍである。 

・海岸地形は、砂浜と岩場がほぼ半々である。 

・二級河川は４水系ある。 

・ウミガメの産卵記録あり。 

・星砂の浜の観光地、キャンプ場がある。 

・廃棄物処理施設として竹富町リサイクルセンターがあ

るが、焼却処分施設はない。 

・ボランティアによる海岸清掃活動

が行われている。 
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2.5.2 航空機調査 
(1) 航空機調査から得られた漂着ゴミの分布状況 

調査対象海域において航空機から写真撮影を行い、漂着ゴミ(20～30cm 以上)の量を 3段

階(表 2.5-5)で評価した。評価方法としては、農林水産省・水産庁・国土交通省により実

施された「海岸における一体的漂着ゴミ対策検討調査」で用いられた手法(図 2.5-1)を参

考として、海岸線方向に 10m あたりの漂着ゴミの量をゴミ袋(20L)換算で表現した。表 

2.5-5 に示した 3段階のゴミ袋の数量に応じた航空写真の例を図 2.5-2 に示す。 

漂着ゴミとしては発泡スチロールやポリタンクなどの人工系のゴミの他、流木も対象と

した。海藻については独自調査で回収の対象外としていない地域もあるため、航空機調査

においても対象外とした。植生内の漂着ゴミについても撮影されている範囲で評価の対象

とした。FRP 製のボートや和船(木製)については、漂着ゴミかどうかの判定がつかないた

め対象外とした。 

航空写真から判定した漂着ゴミの量を検証するため、共通調査で実際に回収されたゴミ

の量と航空写真の判定結果を比較した(図 2.5-3)。航空写真では 20～30cm 以上のゴミの量

を推定しているが、共通調査(59 地点)では、1cm 以上の漂着ゴミのすべてを回収し、その

容量を計測している。そこで、両者を比較するにあたり、共通調査で回収されたゴミの中

から単体もしくは固まり(木切れなど)で容量が 20L 以上のゴミの総容量を集計し、航空写

真によるゴミ量の推定結果と比較した。一つの調査地点で汀線から陸方向に複数の調査枠

を設置している場合には、それらを合計して海岸線 10m 当たりのゴミの容量を算出した。

航空写真の撮影時期(2007 年 8～10 月)と共通調査によるゴミの回収の時期(2007 年 9～10

月)の時間差は最大約 1.5 ヶ月である。 

航空写真による判定結果と実際に回収されたゴミの量を比較した結果、1 袋以上 8 袋未

満及び 8袋以上と判定された場合には、概ね実際に回収されたゴミの容量と一致した。共

通調査は漂着ゴミの著しい地点で実施されているため、そのような地点での大量かつ大型

のゴミは航空写真からもよく識別できていると考えられる。一方、1 袋未満と判定された

地点においては、実際に回収されたゴミの量と相関がとれていない地点が多くみられた。

航空写真ではゴミがほとんど識別出来ないにも係わらず実際にはゴミが回収されているこ

とから、航空写真の撮影後に漂着したゴミの影響が大きいと推測される。これらの結果か

ら、航空写真を用いたゴミ量の推定は、特に大型のゴミが大量に漂着している場合におい

て有効であると考えられる。 

評価結果(速報版)を図 2.5-4 に示す。また、図 2.5-4 には評価結果を考察する一助とし

て、海岸線の地形情報(浜が発達していない海岸及び人工海岸、ともにゴミが漂着しにくい)

を付加した。これらの地形データは第 5回海岸線調査(環境省、平成 5～10 年度)を参照し

た。 

本調査により、陸側から見通しが効かない浜やアクセスが困難な浜についても漂着ゴミ

の状況を連続的に把握することができた。これらのデータと海岸線付近の自然環境、社会

環境のデータを重ね合わせることにより、漂着ゴミの回収活動を優先順位の設定などが可

能になると考える。 

ただし、航空機による写真撮影が 9月～10 月にかけて行われたため、海水浴シーズン前

の海岸清掃活動等によって漂着ゴミの回収が行われていることも加味する必要がある。ま

た、本調査で評価の対象となっているゴミはその大きさが 20～30cm 以上のものであり、実

際にはそれ以下のゴミも数多く存在する。そのため、本調査では把握できない小さな漂着
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ゴミの状況について、前述の農林水産省・水産庁・国土交通省の調査結果等を参照するこ

とで、より詳細に漂着ゴミの全体像を把握することができると考えられる。 

 

表 2.5-5 漂着ゴミ(かさ容量)の推測基準 

ゴミ袋の数量(目安) かさ容量(目安) 備 考 

8 袋以上 160L 以上 ドラム缶 1個程度以上 

1 以上～8袋未満 20L 以上～160L 未満 ポリタンク 1個～8個程度 

1 袋未満 20L 未満 航空写真で識別できるゴミは

ほとんど見あたらない状態 
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図 2.5-1 水辺の散乱ゴミの指標評価手法(海岸版) 
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図 2.5-1 水辺の散乱ゴミの指標評価手法(海岸版) (つづき) 
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図 2.5-2 ゴミ袋(20L 換算)の数量に対応した航空写真の例 

(上段：8袋以上、中段：1袋以上 8袋未満、下段：1袋未満) 

約 10ｍ 約 10ｍ 約 10ｍ 
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航空機による判定結果 1 袋未満 1袋以上 8袋未満 8袋以上 

比較に用いた調査地点数 10 16 33 

回収されたゴミの容量と判

定結果が一致した地点数 
3(30%) 9(56%) 31(94%) 

図 2.5-3 航空写真から判定した漂着ゴミの量と共通調査で実際に回収されたゴミの量の比較 

(グラフ中の青・緑・赤の枠が航空写真の判定と実際の回収量が一致する範囲を示す) 
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図 2.5-4 西表島における漂着ゴミの状況(速報版) (2007 年 10 月 11 日撮影) 
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(2) 航空機調査結果から推定した西表島の漂着ゴミ量 
前項で示した航空機調査結果である西表島における漂着ゴミの状況（速報版）から、推

定した西表島内の漂着ゴミ量を表 2.5-6 に示した。これにより、西表島における漂着ゴミ

の推定値は、1,117ｍ3であり、その重量は 223ｔであった。 

表 2.5-6 航空機調査結果から推定した西表島内の漂着ゴミ量 

 

ゴミ袋の数量(目

安) 

海岸の長

さ(m) 

10m当たり

のゴミ量(L)

ゴミ量の推

定値(m3) 

ゴミの重

量(t)注1 

8袋以上 5,124 1250 640 128 

1以上～8袋未満 49,637 80 397 79 

1袋未満 79,480 10 79 16 

総計 134,241 1,117 223 

注 1：かさ比重=0.2 として容量より重量を算出 

 

 

(参考) 海岸における一体的漂着ゴミ対策検討調査報告書(農林水産省・国土交通省、平

成 19 年)より算出 

海岸線の長

さ(km) 

1kmあたりのゴミ

推計体積(m3)注2
ゴミ推計体積(m3) かさ比重注3 ゴミ推計

重量(t) 

164.8 4.4 725.1 0.19 137.8 

注 1：アクセス困難な海岸におけるゴミの量は除いた値 

注 2：鹿児島県島嶼部から沖縄県の平均値 

注 3：沖縄県恩納村谷茶海岸における実測値(平成 19 年 2 月 8日) 
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3．クリーンアップ調査 

3.1 共通調査 
3.1.1 目的 

本調査は、各モデル地域の定点（調査地点）において、漂着ゴミの回収・分類を定期的

に行うことで、漂着ゴミの種類、量、分布状況の経時的変化の解析に資するデータを得る

ことを目的とする。 

 

3.1.2 調査工程 
クリーンアップ調査は、「共通調査」と「各モデル地域における独自調査」から構成され、

図 3.1-1 のように原則として 2ヶ月毎に実施した。西表島で実施した共通調査の工程を表 

3.1-1 に示す。 

 

 

図 3.1-1 クリーンアップ調査スケジュール 

 

表 3.1-1 クリーンアップ調査工程（共通調査） 

第 1回調査 第 2回調査 第 3回調査 第 4回調査 第 5回調査 第 6回調査 

10月23～31日 12月11～19日 2 月 19～27 日 4 月 7～15 日 6 月 17～24 日 10 月 7～9日 

 

3.1.3 調査方法 
(1) 調査区域の設定 

共通調査は、調査範囲から汀線沿いに下記の条件を満たす 5㎞の調査区域を設定した。

調査範囲が 5㎞に満たない場合でも同様の考え方で、かつ出来る限り長く調査区域を設定

した。 

①浜の傾斜や状態（砂場、岩場等）が比較的均一な海岸線 

②連続した海岸線（ただし一体と考えられる海岸線であれば断続しても可能） 

③大きな河川の河口部は、河口の両サイドを除外 

④前面にテトラポッド等が設置されている区域は除外 

⑤傾斜地など調査が困難な場所、安全性が確保できない場所は除外 
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(2) 共通調査の対象範囲 
決定した調査区域を原則として 5分割し、その 5分割した調査区域に、以下の①～⑤を考慮

して調査枠を設置する地点を設定した。 

①大潮満潮時の汀線を基準に 10m 四方のコドラートを設置 

②汀線から内陸方向に向かって最大 5個設置（ただし奥行きのない場所は置ける個数だけ

設置） 

③内陸方向へは堤防等の構造物の根元、傾斜地の根元、防砂林等の植生がある場合は植生

内 5m まで設置 

④原則としてゴミの量が平均的な場所を選定 

⑤調査区域内を代表する地点であれば、等間隔でなくてもよい 

 

今回のモデル地域の海岸では、海岸の奥行き（岸沖方向）が狭く、10m 四方のコドラー

トを 5 枠設置できない海岸が多い。そのため、10m 枠が 1 枠しか設置できない地点では、

漂着ゴミの空間分布を把握するため、2m 枠を複数設置した（図 3.1-2 参照）。調査枠は次

回以降も同じ場所に設置するため、正確な位置を測定した。 

 

 

図 3.1-2 調査枠内の詳細図（例：飛島西海岸） 
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西表島における調査範囲と、調査枠の大きさを図 3.1-3、図 3.1-4 に、調査枠設置点の

状況を図 3.1-5 に示す。 

 

 

 

 

図 3.1-3 調査範囲（沖縄県竹富町 住吉～星砂の浜～上原海岸） 

 

350m

350m

350m

350m

350m

調査範囲

 

図 3.1-4 調査地点及び調査枠（沖縄県竹富町 住吉～星砂の浜～上原海岸） 

　  地点
枠番号

６ ５ ４ ３ ２ １

① 10m×10m 10m×10m 10m×10m 10m×7m 10m×10m
10m×
(6+4m)

② 10m×10m
10m×
(6+9m)

10m×3m － 10m×2m －


